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礫浜上縁部に生息するマメアカイソガニの生息場所選好性
Habitat preference of Cyclograpsus pumilio （Decapoda, Brachyura, Varunidae） 
inhabiting the upper intertidal limit of pebble shores
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Abstract: For the varunid crab Cyclograpsus pumilio Hangai & Fukui, 2009, that inhabits the upper intertidal limit of peb-
ble shores, habitat preference for tidal height and pebble size was investigated using field and laboratory experiments. Crabs 
transplanted to a level lower than the distribution range survived less than those within the distribution range. Crabs placed in 
cages containing differently sized pebbles showed no difference in their survival with respect to the pebble size. An experi-
ment to determine the pebble size preference showed that the males preferred the smaller pebbles, whereas the females 
preferred the larger pebbles.
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は じ め に

マメアカイソガニ Cyclograpsus pumilio Hangai & Fukui, 
2009は，三重県（締次 2013）・和歌山県・大阪府（Hangai 
et al. 2009; 中岡・和田 2014; 大阪湾海岸生物研究会 
2015）・徳島県（和田 2012; 中岡・和田 2014）そして福井
県から兵庫県までの日本海沿岸（中岡・和田 2014）と島
根県の沿岸（桑原・林 2014）の限られた転石海岸からし
か記録のない日本固有のモクズガニ科アカイソガニ属の
1種である．その生息場所は，主として直径 2–10 cmの礫
が堆積した海岸で，小潮平均高潮線から大潮最大満潮線ま
での高潮帯に限られ，餌は高潮帯に打ち上げられた海藻類
とされる（中岡・和田 2014）．本種は雌に偏った体サイズ
の性的二型の特徴をもっており（最大甲幅：雌 9.5 mm，
雄 5.0 mm），繁殖期は 5月から 9月までである（Fukui 
1988）．
本種の限られた生息場所の特性は，その環境特性に対す
る本種の選好性が反映しているとみられるが，潮位や転石

サイズに対する本種の好みは検証されてはいない．そもそ
も転石海岸に生息するベントスについて環境勾配に対する
選好性を野外実験や室内実験により明らかにした研究は，
砂泥性潮間帯のベントス（Jones 1976; Barnes & Greenwood 
1978; Wells 1978; Barnes 1979; Rao & Sukumar 1981; 和田 
1982; 山本・和田 1999; 小林ら 2003; Miyajima et al. 2014）
に比べて少ない（Jones 1976; Lohrer et al. 2000）．
本研究は，マメアカイソガニの分布特性を検証するため，
野外での生息レベルと転石サイズが生存率に与える影響を
みるために操作実験を行い，さらに室内において転石サイ
ズに対する選好実験を行ったものである．特に転石サイズ
の選好性については，雌雄間で相違があるかに注目した．

材料と方法

潮位レベルに対する野外実験
野外での生息レベルの違いによるマメアカイソガニの生
存率の違いをみるための野外実験を，本種の生息レベルが
把握できている（中岡・和田 2014）礫浜（和歌山県由良
町三尾川：33°56′N, 135°6′E）で行った．潮位レベルが，
本種の分布する範囲の平均潮位より上 50–165 cmにある地
点（平均潮位より上 124 cm）と，本種の分布範囲よりも
下方にある地点（平均潮位より下 44 cm）を選び，それぞ
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れの地点で汀線に平行に実験ケージを 5個，60–100 cm間
隔で設置した．実験ケージは，全面に孔（約 2 mm）が施
された蓋付きのメタルケース（13 cm×14 cm×14 cmH）で，
マメアカイソガニはケース内外を出入りできないように
なっている．ケースの底部には，現地の砂を約 1 cm敷き
詰め，その上に現地の礫（直径 2–5 cm）をケースの 8割
程度まで積み重ねた（Fig. 1）．実験用の個体は現地で採集
し，各ケースに雌 5個体ずつ（甲幅 5.2–9.2 mm，平均
7.4 mm）入れて蓋をした．すべてのケージは，礫層内に
深さ 15 cmまで埋め込み，5日間（2012年 9月 17～22日）
放置した．ケージ放置 5日目にケース内の生存個体数を
ケージごとに求め，その生存率を上方地点と下方地点の間
で比較した．

礫サイズに対する野外実験
礫サイズの違いによるマメアカイソガニの生存率の違い
をみるための野外実験を，潮位レベルに対する野外実験と
同じ礫浜で行った．潮位レベルの野外実験と同じ実験用
ケージに底部の砂を約 1 cm敷き詰め，その上にマメアカ
イソガニが主に生息する小礫（直径 2–5 cm）を満たした
ものと，それよりも大型の礫（直径 10–13 cm）を満たし
たものの 2種類を用意した．それぞれのケージを 5個そろ
え，各ケージにマメアカイソガニの雌 5個体（甲幅 5.6–

9.2 mm，平均 7.2 mm）を入れ，蓋をして礫層内に埋め込
んだ．ケージを埋め込んだ場所は本種の主要分布レベルに
なるところにそろえ（平均海水面より上 103 cm），小礫の
ケージと大礫のケージ 1個ずつを 1セットとして 5セット
を汀線に平行に配置させた．各セットの小礫のケージと大
礫のケージの配置順序はランダムになるようにし，各セッ
トのケージは 45–55 cm離し，セット間の間隔は 80–

120 cmとした．ケージ設置期間は 3週間（2013年 3月 17
日～4月 7日）で，3週間目に各ケージ内の生存個体数を
求め，その生存率を，小礫のケージと大礫のケージの間で
比較した．

礫サイズに対する選好性実験
マメアカイソガニの生息基質である礫のサイズに対する
選好性を，和歌山県御坊市と由良町のマメアカイソガニ生
息地より採集した個体を使って，室内（奈良県生駒市）で

調べた．飼育ケースに 2種類の礫をほぼ均等体積になるよ
うに配置し，観察個体を午前 7時頃に 1個体ずつ放ち入
れ，1日後にケース内の礫を取り除きながら観察個体がど
ちらの礫層内に留まっていたかを記録した．使用したケー
スは，透明のプラスチック製で（10 cm×20 cm×10 cmH），
底部に砂礫（径 1–2 mm）を深さ 0.5 cm敷いた上にネット
を敷き，その上に小礫（直径 1.1–1.9 cm，平均 1.6 cm）と
中礫（直径 5.0–6.8 cm，平均 6.0 cm）をケースの左右に分
けて配置した（Fig. 2）．ケースの側面は紙で遮光し，上面
からのみ自然光が入るようにした．下層に敷いたネット
は，観察個体の位置を確認する際に観察個体が他方の礫サ
イズ域に移動しないように，2つの礫サイズ域を瞬時に仕
切るためのものである．観察個体数は，雄が 18個体（甲
幅 2.9–5.6 mm，平均 3.9 mm），雌が 21個体（甲幅 5.4–

8.8 mm，平均 7.3 mm）で，実験期間は 2012年 11月 19日～
12月 8日と，2013年 4月 30日～5月 13日であった．観
察期間中の気温は，11～12月は 2.7–11.5℃，4～5月は
8.4–21.9℃であった．

結 果

異なる潮位下の生存率（野外実験）
野外に 5日間設置したケージ内の個体の生存数は，潮位
レベルの高い方では，ケージ当たり 4–5個体（平均±
SD＝4.8±0.4）であったのに対し，潮位レベルの低い方で
は，ケージ当たり 0–4個体（平均±SD＝0.4±1.7）で，そ
の違いは有意であった（Welchʼs t-test, t＝5.63, df＝3.4, P＜
0.02）．

異なる礫サイズ下の生存率（野外実験）
野外に 3週間設置したケージ内の個体の生存数は，小礫
グループでは，ケージ当たり 4–5個体（平均±SD＝4.8±
0.5）で，中礫グループでは，ケージ当たり 3–5個体（平

Fig. 1.　An experimental cage with pebbles （right） established in 
the field （left）.

Fig. 2.　Arrangement of the smaller and larger pebbles in the pref-
erence experiment.
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均±SD＝4.6±0.9）で，両グループ間で有意な違いはな
かった（Welchʼs t-test, t＝0.42, df＝6.4, P＞0.1）．

礫サイズに対する選好性（室内実験）
小礫と中礫の 2種類の環境下に 1日放置された個体は，
雄の 83％（15/18）が小礫のほうに入り，逆に雌の 86％
（18/21）が中礫のほうに入っていた．すなわち雄は小礫を
好み，雌は中礫を好み，その比率の違いは有意であった
（G-test, Gadj＝19.6, P＜0.05）．なお雌雄それぞれで，小礫を
選んだ個体と中礫を選んだ個体の間に体サイズの違いはみ
られなかった（雄；小礫：3.8±0.6 mm, 中礫：4.8±0.8 mm, 
Welchʼs t-test, t＝2.05, df＝2.5, P＞0.1, 雌；小礫：7.3±0.5 mm，
中礫：7.3±1.0 mm，Welchʼs t-test, t＝0, df＝5.3, P＞0.1）．

考 察

潮位レベルによる生存率への影響が，異なる潮位レベル
への移植実験より明らかにされた．即ち生息レベルより下
に移植された個体の生存率は著しく低くなったのに対し，
元の生息レベルに移植された個体はほとんどが生存してい
た．移植個体は蓋の付いたケージに入れられていたので，
死亡要因として捕食者は考えにくい．また餌条件について
も，本種の餌は打ち上げ海藻がほとんどであり（中岡・和
田，2014），実験ケージ内に打ち上げ海藻が入ることはな
いため，実験したレベル間で餌条件に違いあったとも考え
られない．考えられるのは波浪による砂の影響の違いであ
る．実験終了時にケージ内の礫環境を見たところ，低潮位
側のものには砂が礫間を埋め尽くしていたのに対し，高潮
位側のものにはそのような砂の堆積は認められなかった．
おそらく低潮位側では，波浪によって砂の堆積が進み，こ
のような環境攪乱が移植個体の死亡につながったものと思
われる．
汽水性巻貝のワカウラツボでも，生息分布レベルよりも
下方に移植されると生存率が低くなることがわかっている
（小林ら，2003）．この場合は，海水面下に長時間さらされ
ることが生存に不利であったのだろうとしているが，マメ
アカイソガニでも同様に，海水面に比較的長くさらされる
ことが生存に不適だった可能性もある．
本移植実験は雌個体に限って行われた．本種の垂直分布

からは，雄は雌よりもさらに高いレベルのところに限られた
分布の仕方をすることがわかっており（中岡・和田，2014），
雄個体で同じ移植実験をすれば，低レベルでの生存率は雌
個体以上に低下する結果が得られるかもしれない．
一方礫サイズによる生存率への影響をみた移植実験から
は，小礫に入れられた個体も中礫に入れられた個体もほと
んど死亡することがなく，礫サイズの影響は見出せなかっ
た．この結果は，直径 2–5 cmの小礫と直径 10–13 cmの中
礫のいずれの礫径でも，3週間程度の期間の生存にはさし
て影響することはないことを示している．ただし本移植実

験も雌個体に限って行われたもので，雌よりも小型の雄個
体だと礫サイズの生存率への影響が出る可能性もある．即
ち，小礫に比べ中礫下では礫間の隙間が体サイズに比して
大きすぎるため，小型の雄個体にとっては被覆効果が薄れ
て生存率が低下することが考えられる．またもし捕食者が
入れる条件であれば，隙間の小さい小礫環境下のほうが被
食を免れやすく，生存率は高くなるのではないかと思われ
る．なお捕食者として考えられるのは，マメアカイソガニ
よりも大型で肉食性のアカイソガニ（奥井・和田，1999）
が考えられる．礫サイズによる被食回避効果については今
後検討する必要があろう．
礫サイズに対する選好性を調べた室内実験では，野外実
験で使われた小礫サイズのうちで特に小さい直径 1–2 cmの
ものと，少し大きめの直径 5–7 cmのものとで比較された
が，雄は前者を，反対に雌は後者を好んだ．このことは，
雌雄間で礫サイズの好みに違いがあることを示している．
本実験結果では，雄雌それぞれについて，小さい礫を選ん
だ個体と大きい礫を選んだ個体の間で体サイズを比較した
ところ，有意な違いは検出できなかった．このことは，雄
雌それぞれの礫サイズへの選好性は体サイズに必ずしも依
存したものでないことを示唆する．しかしこの比較では 2
群の片方の個体数が他方に比べ少な過ぎること，また雄の
体サイズと同じ小型の雌個体のデータがほとんどないこと
などを考慮すると，今回見られた礫サイズの選好性の性差
には，雌雄の体サイズ差が影響している可能性はある．
好む環境が雌雄で全く正反対というのは，海洋ベントス

では例がないものと思われる．野外での生息状況を見る限
り，マメアカイソガニの雄は，雌に比べて礫層のより底部付
近の細かな礫が溜まったところから見つかる傾向が強い
（中岡・和田，未発表）．礫サイズに対する選好性の雌雄差
が，このような礫層内での生息深度の雌雄差になっている
ものと思われる．礫サイズの好みに雌雄差があることは，本
種の生息場所に細かな礫層とそれよりやや大きい礫の層が
混じって存在していることが重要であることを示している．
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